
愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史

「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）

森

孝
　
明

序
　
章

　
今
、
私
の
研
究
室
（
旧
独
文
研
究
室
）
に
、
ド
イ
ツ
文
字
で
印
刷
さ
れ
た
古
び

た
本
が
あ
る
。
十
九
世
紀
の
作
家
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ラ
ー
ベ
の
『
作
品
集
』
二
冊

で
あ
る
。
明
治
三
十
八
年
と
四
十
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
出
版
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ

の
作
品
集
は
四
巻
揃
い
な
の
に
、
な
ぜ
か
二
巻
目
と
三
巻
目
の
二
冊
し
か
な
い
。

し
か
も
大
学
が
購
入
し
た
も
の
で
は
な
い
。
青
島
守
備
軍
司
令
部
が
旧
制
松
山
高

等
学
校
へ
寄
贈
し
た
図
書
の
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
本
の
中
表
紙
に
、

「
青
島
守
備
軍
司
令
部
寄
贈
」
と
筆
書
き
し
て
あ
り
、
そ
の
横
に
、
「
松
山
高
等
学

校
図
書
印
」
の
朱
印
が
押
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
写
真
1
）
。
と
こ
ろ
が
、
こ

　
嚥

　
㎎

聴
”
八

景琵

．
繍
捲
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
黛

薩
伽漁笹

蝋

凱
講

綴
麟

D
真

下

一



二

の
二
冊
の
本
に
は
、
そ
れ
と
は
別
の
歴
史
が
更
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
元

は
中
国
の
青
島
に
あ
っ
た
三
州
図
書
館
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
図

書
館
は
青
島
を
租
借
地
と
し
て
い
た
ド
イ
ツ
軍
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
本
の
内
表
紙
に
ド
イ
ツ
軍
所
有
を
示
す
帆
船
図
票
が
貼
っ
て
あ

り
（
写
真
2
）
、
中
表
紙
に
は
．
弓
巴
昌
σ
q
鼠
講
・
国
冨
暮
ω
O
げ
。
嘱
し
u
ε
嵩
O
昏
①
犀
．
（
青
島
．

膠
州
図
書
館
）
と
ド
イ
ツ
語
で
示
し
た
ス
タ
ン
プ
が
押
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
写
真
1
）
。

　
旧
制
松
山
高
等
学
校
を
継
承
し
た
愛
媛
大
学
が
、
そ
の
蔵
書
を
引
き
継
い
だ
の

己
∵
｛

K臨

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
松
山
高
等
学
校
の
蔵
書
が
私
の
研
究
室
に
あ
っ
た
と
し
て
も
さ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

青
島
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
軍
所
有
の
図
書
館
蔵
書
が
、
日
本
陸
軍
の
青
島
守
備
軍
司
令
部
か
ら
の
寄
贈
と
し
て
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
松
山
へ
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
松
山
高
等
学
校
が
設
立
さ
れ
た
の
は
大
正
八
年
越
こ
と
で
あ
る
。
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
に
保
存
さ

れ
て
い
た
『
寄
贈
図
書
登
録
番
号
原
簿
』
（
松
山
高
等
学
校
図
書
課
）
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
、
登
録
年
月
「
大
正
十
一
年
九
月
八

日
」
、
寄
贈
書
名
「
青
島
軍
司
令
部
」
と
記
載
さ
れ
、
三
八
四
冊
に
及
ぶ
ド
イ
ツ
語
（
一
部
英
語
）
の
書
名
の
並
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
中
に
、
ラ
ー
ベ
の
作
品
集
も
二
冊
が
間
違
い
な
く
記
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
一
体
こ
の
時
代
に
何
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
と
の
始
ま
り
は
第
一
次
世
界
大
戦
で
あ
る
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
二
十
八
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
夫
妻
が
ボ
ス
ニ
ア

の
首
府
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
に
お
い
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
青
年
に
銃
で
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
が
引
き
金
と
な
り
、
八
月
初
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
が
戦
争

状
態
に
突
入
し
、
こ
こ
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
連
動
し
て
、
日
本
は
中
国
．
青
島
を
租
借
地
と
し
て
い
た
ド
イ
ツ
と



戦
争
に
入
っ
た
。
こ
の
日
独
戦
争
は
、
日
本
が
ド
イ
ツ
へ
宣
戦
布
告
し
た
八
月
二
十
三
日
か
ら
、
日
本
軍
が
青
島
を
攻
め
て
ド
イ
ツ
軍
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　

降
伏
さ
せ
た
十
］
月
七
日
ま
で
の
七
十
七
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
日
本
軍
は
、
青
島
要
塞
司
令
官
ワ
ル
デ
ッ
ク
大
佐
（
と
守
巴
ζ
塁
霞
－
名
巴
ロ
①
畠
）
以
下
四
七
一
五
名
の
ド
イ
ツ
人
等
兵
士
を
俘
虜
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

し
て
直
ち
に
乗
船
さ
せ
、
日
本
へ
輸
送
し
た
。
そ
し
て
、
青
島
地
方
占
領
地
の
守
備
及
び
山
東
鉄
道
の
管
理
運
営
を
行
う
た
め
、
第
十
八

師
団
長
神
尾
光
臣
中
将
を
司
令
官
と
す
る
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
を
設
置
し
た
。
一
方
日
本
軍
は
、
青
島
陥
落
後
、
ド
イ
ツ
軍
所
有

「
膠
州
図
書
館
」
蔵
書
及
び
他
の
ド
イ
ツ
官
庁
等
所
有
の
書
籍
・
文
書
お
よ
そ
二
万
六
千
冊
を
接
収
・
歯
麗
し
、
青
島
守
備
軍
が
こ
れ
を

保
管
し
た
。
こ
の
歯
獲
書
籍
は
以
後
青
島
守
備
軍
の
手
で
綿
密
に
調
査
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
が
や
が
て
日
本
へ
輸
送
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
十
一
月
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
翌
大
正
八
年
六
月
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
て
か
ら

更
に
数
年
後
の
大
正
十
一
年
（
↓
九
二
二
）
七
月
、
青
島
守
備
軍
が
青
島
か
ら
撤
退
す
る
数
ヶ
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
青
島
の
歯
獲
書
籍
に
関
す
る
手
が
か
り
は
、
『
大
正
八
年
以
降
青
島
歯
獲
書
籍
二
関
ス
ル
件
」
と
題
さ
れ
た
一
連
の
書
類
に
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
書
類
を
詳
し
く
調
べ
れ
ば
、
歯
獲
書
籍
が
日
本
陸
軍
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
日
本
へ
送
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
が
明

ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
青
島
歯
獲
書
籍
」
の
一
部
が
、
旧
制
松
山
高
等
学
校
に
も
寄
贈
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
判

明
し
た
。
こ
の
研
究
の
目
的
は
、
当
時
の
日
本
陸
軍
も
し
く
は
青
島
守
備
軍
と
歯
舌
図
書
と
松
山
高
等
学
校
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
章
　
『
大
正
八
年
以
降
青
島
歯
黒
書
籍
二
関
ス
ル
件
』

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
に
、
「
陸
軍
省
＼
自
粛
戦
役
＼
6
。
。
μ
＼
①
①
」
と
い
う
図
書
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
た
一
巻
の
本
『
大
正
八
年
以
降
青

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）

三



四

島
歯
獲
書
籍
二
関
ス
ル
件
』
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
表
記
の
件
に
関
す
る
陸
軍
省
の
公
文
書
や
、

外
部
か
ら
の
書
簡
及
び
そ
れ
に
対
す
る
陸
軍
省
の
返
事
等
を
綴
じ
て
、
分
厚
い
一
冊
の
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
本
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
青
島
の
日
独
戦
争
に
お
い
て
勝
利
し
た
日
本
軍
が
、
ド
イ
ツ
軍
及
び
ド
イ
ツ
官
庁
等
の
所
有
し

て
い
た
書
籍
類
を
石
弓
し
た
後
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
時
期
的
に
は
、
大
正
五
年
六
月
か
ら
大
正
十
一
年
十

月
に
至
る
範
囲
の
文
書
類
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
函
獲
書
籍
に
関
す
る
本
格
的
な
動
き
は
、
大
正
八
年
の
東
京
帝
国
大
学
の
行
動
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
そ
れ
故
に
「
大
正
八
年
以
降
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
）
　
そ
の
後
は
、
東
北
帝
国
大
学
、

松
山
高
等
学
校
、
上
海
東
亜
同
文
書
院
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
大
使
館
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
歯
黒
書
籍
に
関
す
る
要
望
書
を
陸
軍
省

に
出
し
て
い
る
。
陸
軍
省
は
こ
れ
ら
の
要
望
を
睨
み
な
が
ら
、
独
自
の
計
画
を
立
て
、
実
際
に
は
歯
獲
書
籍
を
保
管
し
て
い
た
青
島
守
備

軍
が
綿
密
な
目
録
を
作
成
し
、
分
配
計
画
を
立
て
て
こ
れ
を
実
行
し
た
。
以
下
に
お
い
て
、
愚
計
書
籍
に
関
す
る
全
体
の
流
れ
を
整
理
し

て
お
き
た
い
。

一
、

u
青
副
庶
第
四
一
〇
号
」

歯
獲
文
書
目
録
送
付
ノ
件
通
牒

　
　
　
　
大
正
五
年
六
月
十
日
　
青
島
守
備
軍
司
令
部

　
　
陸
軍
省
官
房
　
御
中

当
軍
司
令
部
ノ
調
製
ニ
ヨ
ル
函
「
獲
文
書
目
録
　
参
考
及
送
付
候
也



　
「
青
墨
庶
第
四
一
〇
号
」
文
書
は
、
『
大
正
八
年
以
降
青
島
歯
獲
書
籍
二
関
ス
ル
件
』
の
中
に
あ
る
最
も
古
い
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」

作
成
文
書
で
あ
る
。
文
中
の
「
当
軍
司
令
部
ノ
調
製
ニ
ヨ
ル
目
星
文
書
目
録
」
が
ど
の
程
度
の
目
録
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
参
考
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

陸
軍
省
官
房
へ
送
り
、
陸
軍
省
は
六
月
十
九
日
に
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
い
る
（
「
欧
受
第
八
■
ハ
号
」
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
後
は
何

の
動
き
も
な
い
。
「
歯
獲
書
籍
」
に
関
す
る
活
発
な
行
動
は
、
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
大
正
八
年
末
に
な
っ
て
、
次
の
東
京
帝
国
大
学
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

の
陸
軍
大
臣
宛
書
簡
が
出
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

二
、
東
京
帝
国
大
学
総
長
の
書
簡

青
島
守
備
軍
司
令
官
取
縄
テ
、
保
管
相
成
リ
候
、
元
青
島
徳
京
学
学
堂
、
元
青
島
図
書
館
、
元
青
島
総
督
府
ノ
図
書
洋
書
約
弐
万
冊
、

漢
書
約
五
千
冊
ノ
中
、
各
種
専
門
研
究
上
参
考
二
資
ス
ベ
キ
モ
ノ
少
カ
ラ
ザ
ル
趣
丁
付
、
実
地
調
査
ノ
上
右
等
ノ
書
籍
ハ
、
洋
漢
書

共
本
学
二
保
管
転
換
相
成
候
様
致
度
此
段
開
申
候
也

　
　
　
　
大
正
八
年
十
一
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
帝
国
大
学
総
長
理
学
博
士
男
爵
山
川
健
次
郎

陸
軍
大
臣
田
中
義
一
殿

　
こ
の
書
簡
の
内
容
は
次
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
日
本
軍
の
歯
獲
し
た
書
籍
の
全
容
を
、
東
京
帝
国
大
学
が
し
っ
か
り
掴
ん

で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
青
島
守
備
軍
が
保
管
し
て
い
る
歯
獲
書
籍
を
、
東
京
帝
国
大
学
自
ら
「
実
地
調
査
」
を
す
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
三
は
、
陸
軍
に
対
す
る
東
京
帝
国
大
学
の
態
度
で
あ
る
。
東
大
は
二
万
五
千
冊
に
及
ぶ
書
斎
図
書
を
保
管
す
る
か
ら
大
学
へ

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）

五



六

転
換
し
た
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
依
頼
で
も
要
望
で
も
な
い
、
問
答
無
用
の
要
求
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
東
大
総
長
の
書
簡
に
対
す
る
陸
軍
省
の
対
応
は
、
二
古
し
て
揺
れ
た
。
即
ち
、
こ
の
総
長
の
要
請
に
対
応
す
べ
く
、

陸
軍
省
副
官
か
ら
青
島
守
備
軍
民
政
長
官
へ
の
次
の
よ
う
な
指
示
を
、
十
二
月
二
十
三
日
に
出
し
た
。

陸
軍
省
は
ま
ず
、

　
　
副
官
ヨ
リ
青
島
守
備
軍
民
政
長
官
へ
照
会
案
　
　
（
陸
普
）

首
題
ノ
件
二
関
シ
、
別
紙
写
ノ
通
り
、
東
京
帝
国
大
学
総
長
ヨ
リ
申
出
之
有
候
二
就
テ
ハ
、
各
種
専
門
ノ
書
籍
ニ
シ
テ
、
帝
国
大
学

偏
移
ス
ヲ
有
利
（
特
二
陸
軍
二
要
ス
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
）
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
此
際
保
管
転
換
セ
シ
メ
ラ
ル
ル
筈
日
溜
ユ
エ
、
調
査
ノ
上

洋
漢
書
類
別
並
二
冊
数
等
通
報
相
成
度
候
也
。

し
か
し
、
こ
の
「
照
会
案
」
は
直
ち
に
「
廃
案
ト
ス
」
と
付
箋
さ
れ
、
次
の
取
り
扱
い
に
変
更
さ
れ
た
。

　
　
副
官
ヨ
リ
青
島
守
備
軍
民
政
長
官
へ
照
会
案
　
　
（
陸
普
）

貴
部
保
管
二
係
ル
元
青
島
徳
華
学
学
堂
、
元
青
島
図
書
館
、
元
青
島
総
督
府
ノ
図
書
、
洋
書
、
漢
書
等
ノ
目
録
、
部
数
又
ハ
冊
数
土
ハ
、

送
付
相
成
度
候
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
陸
軍
省
送
達
・
陸
普
第
五
〇
二
八
号
」
（
十
二
月
二
十
五
日
）

東
大
総
長
の
高
飛
車
な
物
言
い
と
、
青
島
へ
調
査
に
乗
り
込
む
と
の
東
大
の
態
度
に
、
陸
軍
省
は
応
対
を
焦
っ
て
、
守
備
軍
民
政
長
官

へ
の
指
示
を
訂
正
し
、
「
歯
獲
図
書
目
録
」
作
り
と
全
国
へ
の
分
配
処
分
計
画
を
急
い
だ
の
だ
ろ
う
か
。
総
長
の
書
簡
か
ら
一
ヶ
月
足
ら



ず
の
十
二
月
二
十
五
日
に
、
右
の
命
令
書
を
青
島
へ
送
っ
た
。
更
に
東
大
の

九
二
〇
）
一
月
四
日
の
大
阪
毎
日
新
聞
に
、
次
の
討
事
が
出
て
い
る
。

「
実
地
調
査
」
の
実
行
も
ま
た
早
か
っ
た
。
大
正
九
年
（
一

　
　
青
島
占
領
で
歯
獲
し
た
図
書
、
東
大
へ

青
島
で
占
領
し
た
二
万
五
千
部
の
書
籍
　
　
日
本
が
青
島
で
占
領
し
た
ド
イ
ツ
政
府
直
轄
の
図
書
は
約
二
万
五
千
部
ほ
ど
あ
る
が
馬

東
京
帝
大
で
は
右
の
中
、
学
術
的
の
書
物
を
全
部
貰
い
受
け
た
い
と
の
議
が
起
こ
り
、
服
部
宇
之
吉
博
士
交
渉
の
任
に
当
た
り
、
秋

山
青
島
民
政
長
官
に
会
見
、
商
議
の
結
果
、
右
の
書
物
は
全
部
未
整
理
の
ま
ま
目
録
も
出
来
し
て
い
な
い
の
で
調
査
の
上
引
き
渡
す

こ
と
と
な
り
、
東
大
文
学
部
の
宇
野
折
口
人
博
士
、
助
手
数
名
を
率
い
て
、
二
日
青
島
に
向
か
い
、
東
京
を
出
発
し
た
。

　
服
部
博
士
は
語
る
。
青
島
の
占
領
書
物
は
、
歯
痛
学
堂
蔵
書
、
膠
州
湾
図
書
館
蔵
書
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ー
ン
寄
付
の
図
書
の

三
種
で
、
ド
イ
ツ
書
二
万
部
、
漢
書
五
千
部
ほ
ど
で
あ
る
。
目
録
が
な
い
た
め
ど
ん
な
書
物
が
あ
る
か
は
全
然
不
明
で
あ
る
が
、
コ
ー

ン
の
寄
付
書
三
百
冊
の
中
に
は
面
白
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
徳
華
学
堂
は
工
科
教
育
を
施
し
て
い
た
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は

そ
の
方
面
の
蔵
書
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
極
東
研
究
の
材
料
も
相
当
に
あ
る
つ
も
り
で
、
大
い
に
望
み
を
嘱
し
て
い
る
。
宇
野
君

は
二
週
間
青
島
に
滞
在
、
引
き
続
き
北
京
に
一
週
闇
滞
在
し
て
帰
京
の
は
ず
で
、
助
手
た
ち
は
三
週
間
青
島
に
滞
在
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

こ
の
書
物
は
大
学
の
み
な
ら
ず
、
外
の
方
面
か
ら
も
だ
い
ぶ
望
み
手
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
云
々
。
」
（
東
京
電
話
）

こ
れ
を
期
に
、
「
大
正
八
年
以
降
青
島
歯
面
書
類
二
関
ス
ル
件
」
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）

七



八

三
　
東
北
帝
国
大
学
総
長
の
書
簡

　
続
い
て
大
正
九
年
一
月
、
東
北
帝
国
大
学
総
長
が
陸
軍
大
臣
宛
て
に
歯
獲
書
籍

書
簡
か
ら
一
ヵ
月
半
後
の
こ
と
で
あ
る
。

「
分
与
」
の
要
望
書
を
出
し
た
。
こ
れ
は
東
大
総
長

東
北
帝
国
大
学
総
長
理
学
博
±
小
川
正
孝

　
　
陸
軍
大
臣
　
田
中
義
一
殿

在
青
島
旧
群
言
図
書
館
所
属
図
書
中
学
術
研
究
資
料
ト
シ
テ
利
益
ス
ク
ナ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
省
電
ニ
ト
存
候
至
剛
、
当
大
学
各
学
部
課

程
二
密
接
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
分
与
方
ノ
義
二
関
シ
、
去
ル
大
正
四
年
十
二
月
十
日
、
青
島
守
備
軍
司
令
官
宛
詳
細
申
入
置
候
処
、

此
際
御
分
与
相
成
候
様
御
詮
議
相
成
度
、
此
段
ノ
申
請
候
也
。

追
テ
本
件
二
関
シ
テ
ハ
青
島
守
備
軍
民
政
長
官
ヘ
モ
別
途
依
頼
致
置
薫
製
肝
属
、
此
段
軍
需
候
。

　
こ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
総
長
は
す
で
に
四
年
前
の
大
正
四
年
十
二
月
十
日
に
、
歯
獲
書
籍
の
「
分
与
」
を
申
し
入
れ
て
い
た
。
し
か
し

青
島
守
備
軍
司
令
官
宛
だ
っ
た
故
か
、
陸
軍
か
ら
の
返
事
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
東
北
帝
大
総
長
の
こ
の
二
度
目
の
書
簡
は
、
一
月

四
日
に
大
阪
毎
日
新
聞
が
報
じ
た
記
事
を
知
っ
た
後
、
今
度
は
陸
軍
大
臣
宛
に
急
い
で
出
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
東
京
帝
大

の
行
動
に
遅
れ
を
取
る
ま
い
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
書
簡
は
、
翌
日
大
正
九
年
一
月
十
三
日
に
陸
軍
省
に
届
い
た
。
こ
の
書

簡
へ
の
対
応
の
た
め
に
、
陸
軍
省
は
次
の
「
照
会
案
」
を
作
成
し
て
青
島
へ
出
し
た
。



　
　
副
官
ヨ
リ
青
島
守
備
軍
民
政
官
へ
照
会
案
（
欧
発
）

大
正
八
年
十
二
月
二
十
五
日
付
陸
普
第
五
〇
二
八
号
ヲ
以
テ
、
首
題
ノ
件
照
会
陸
普
…

青
島
旧
膠
州
図
書
館
所
属
図
書
二
関
シ
テ
モ
、
前
記
照
会
同
様
目
録
送
付
相
成
度
三
又
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
陸
軍
送
達
・
欧
発
第
五
十
五
号
」

し
か
し
東
北
帝
大
総
長
へ
の
返
事
は
、
陸
軍
省
か
ら
出
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

一
度
目
の
手
紙
を
陸
軍
大
臣
宛
に
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
一

誌
¥
九
日
）

な
ぜ
な
ら
、
東
北
帝
大
総
長
は
二
年
後
に
更
に

四
、
青
島
守
備
軍
陸
軍
参
謀
長
の
文
書
「
青
参
第
六
七
号
」

さ
て
、
陸
軍
省
副
官
名
の
「
陸
普
第
五
〇
二
八
号
」
と
「
主
意
第
五
十
五
号
」
文
書
に
対
す
る
青
島
か
ら
の
返
事
は
、

一
十
七
日
に
青
島
守
備
軍
書
軍
参
謀
長
名
で
陸
軍
次
官
へ
送
ら
れ
た
。
そ
れ
が
次
の
「
青
紫
第
六
七
号
」
文
書
で
あ
る
。

大
正
九
年
二
月

　
　
　
　
歯
獲
図
書
目
録
ノ
送
付
及
処
分
二
関
ス
、
ル
件
照
会

　
　
　
　
　
　
大
正
九
年
二
月
二
十
七
日
　
　
青
島
守
備
軍
陸
軍
参
謀
長
向
西
兵
庫
．

　
　
陸
軍
次
官
山
梨
半
造
殿

客
年
十
二
月
二
十
五
日
付
二
二
第
五
〇
二
八
号
及
本
年
↓
月
十
九
日
付
欧
発
第
五
十
五
号
ヲ
モ
ッ
テ
、
貴
省
副
官
ヨ
リ
民
政
長
官
宛

御
照
会
相
藩
候
。
当
軍
歯
冠
図
書
目
録
ハ
、
左
記
ノ
通
二
之
有
リ
。
是
迄
陸
軍
部
二
於
テ
整
理
保
管
シ
来
り
候
処
、
従
来
各
地
大
学

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）
九



一
〇

等
ヨ
リ
寄
贈
移
管
等
ノ
申
込
皆
々
候
ド
モ
、
右
は
戦
利
品
二
付
記
念
ノ
為
ニ
カ
ナ
リ
公
平
二
分
土
壁
シ
タ
ク
、
又
其
｝
部
分
ハ
、
参

考
用
ト
シ
テ
当
地
二
残
置
致
シ
タ
ク
、
就
イ
テ
ハ
此
際
概
ネ
別
表
ニ
ヨ
リ
夫
々
処
分
ス
ル
事
二
致
シ
タ
ク
、
コ
ノ
段
及
照
会
候
成

　
　
　
　
左
記

　
　
一
、
歯
獲
書
籍
及
図
面
目
録
　
　
弐
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
一
、
独
文
膠
州
図
書
館
目
録
　
　
弐
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
青
参
第
六
七
号
」
）

　
こ
の
文
書
は
、
青
島
守
備
軍
が
歯
獲
書
籍
に
関
し
て
陸
軍
省
へ
送
っ
た
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
、
件
名
が
示
す
と
お
り
、

一
つ
は
「
歯
獲
図
書
目
録
」
（
日
本
語
）
が
完
成
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
東
京
帝
大
総
長
書
簡
と
東
北
帝
大
総
長
書
簡
に
対
応
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

陸
軍
省
が
指
示
し
た
二
種
類
の
目
録
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
製
糖
図
書
処
分
の
件
」
の
報
告
で
あ
る
。
「
別
表
」
と
は
「
歯
音
書
籍
寄

贈
分
配
表
」
で
あ
る
。
こ
の
表
は
、
後
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
「
歯
獲
書
籍
概
要
」
と
「
歯
獲
書
籍
分
配
計
画
」
、
及
び
そ
れ
を
基
に
し
た

「
寄
贈
先
」
及
び
そ
こ
へ
の
「
冊
数
」
等
を
詳
細
に
記
述
し
た
一
覧
表
で
あ
る
。
「
青
縞
第
六
七
号
」
文
書
に
は
、
「
従
来
各
地
大
学
等
よ

り
寄
贈
移
管
等
の
申
し
込
み
」
が
あ
っ
た
と
書
い
て
あ
る
。
陸
軍
省
か
ら
回
し
た
東
大
と
東
北
大
の
書
簡
以
外
に
、
他
大
学
や
高
校
か
ら

の
要
望
書
が
青
島
守
備
軍
へ
直
接
来
だ
の
だ
ろ
う
か
。
守
備
軍
は
、
歯
性
書
籍
を
「
戦
利
品
に
つ
き
記
念
の
た
め
に
か
な
り
公
平
に
分
配
」

す
る
こ
と
を
考
え
、
「
別
表
」
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
陸
軍
省
は
こ
の
別
表
を
そ
の
ま
ま
認
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
陸
軍
省
は
、
直
ち
に
「
寄
贈
先
」
の
検
討
に
入
っ

た
が
、
最
終
案
を
作
成
し
て
、
青
島
守
備
軍
へ
送
る
の
は
、
丸
二
年
後
の
大
正
十
一
年
二
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
「
別
表
」
の
内
容

と
陸
軍
省
の
修
正
内
容
に
つ
い
て
ば
、
次
章
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。



五
、
そ
の
後
の
流
れ

　
青
島
守
備
軍
が
「
青
参
第
六
十
七
号
」
を
陸
軍
省
へ
送
っ
た
後
、
感
量
書
籍
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
目
立
つ
事
が
生
じ
た
。
ま
ず
そ
の

一
は
、
半
年
後
の
大
正
九
年
七
月
九
日
に
、
松
山
高
等
学
校
長
由
比
質
が
陸
軍
次
官
山
梨
半
造
宛
に
、
歯
獲
図
書
「
分
与
」
の
請
願
書
を

出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
学
校
名
入
り
の
便
箋
に
書
か
れ
た
こ
の
書
簡
は
、
陸
軍
省
主
務
局
課
が
受
領
し
、
「
発
墨
九
四
号
」
「
七
月
＝
一
日
」

と
押
印
し
て
あ
る
。
し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
、
由
比
校
長
は
同
じ
日
付
の
手
紙
を
も
う
一
通
、
巻
紙
に
し
た
た
め
た
「
親
展
」
の
封
書

を
、
同
じ
陸
軍
次
官
に
宛
て
て
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
等
学
校
長
の
要
望
書
は
他
に
は
な
い
。
し
か
も
二
通
と
い
う
念
の
入
れ
よ
う

か
ら
す
る
と
、
松
山
高
等
学
校
に
は
余
程
の
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
も
後
で
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
小
論
の
目
的
が
、
青
島
守
備
軍
司
令
部
と
松
山
高
等
学
校
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
理
由
が
、
こ
こ
に
あ
る
。

　
そ
の
こ
は
、
大
正
十
一
年
四
丹
五
日
に
な
っ
て
、
財
団
法
人
東
亜
同
文
会
会
長
子
爵
牧
野
伸
顕
か
ら
陸
軍
大
臣
山
梨
半
造
（
任
陸
軍
大

臣
は
大
正
十
年
六
月
八
日
）
宛
て
に
要
望
書
が
出
さ
れ
た
（
「
三
塁
第
二
七
七
号
」
）
こ
と
で
あ
る
。
要
望
の
内
容
は
、
「
上
海
東
亜
同
文

書
院
」
で
は
経
費
の
関
係
で
十
分
の
書
籍
が
無
い
故
、
「
こ
の
際
前
記
書
籍
中
支
那
に
関
す
る
も
の
を
同
書
院
の
た
め
に
御
割
愛
」
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
陸
軍
省
は
「
副
官
よ
り
東
亜
同
文
会
会
長
へ
回
答
」
を
書
き
、
「
右
書
籍
は
目
下

青
島
守
備
軍
に
於
い
て
お
の
お
の
処
分
中
」
で
あ
る
が
、
「
多
少
と
も
ご
希
望
に
応
ず
る
よ
う
取
り
扱
い
依
命
及
回
答
候
也
」
と
返
事
を

し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
陸
軍
省
は
青
島
守
備
軍
へ
も
こ
の
件
に
関
し
て
、
以
下
の
「
通
牒
」
を
出
し
た
。

　
　
副
官
ヨ
リ
青
島
守
備
軍
陸
軍
参
謀
長
宛
通
牒
（
欧
発
）

首
題
ノ
件
二
関
シ
五
月
二
十
日
欧
発
第
四
六
号
ヲ
以
テ
通
牒
致
置
候
処
、

最
近
東
亜
同
文
会
会
長
ヨ
リ
右
書
南
中
支
那
二
関
ス
ル
モ

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）



二

ノ
ヲ
同
書
院
ノ
為
メ
分
配
セ
ラ
レ
聖
旨
希
望
申
込
之
有
候
ニ
チ
ハ
、

ズ
ル
様
取
扱
相
成
度
、
依
命
及
通
牒
候
也
。

貴
部
ニ
テ
分
配
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ノ
内
ヨ
リ
多
少
共
右
希
望
二
応

　
こ
の
文
書
か
ら
す
る
と
、
陸
軍
省
は
、
大
正
十
一
年
二
月
二
十
日
に
「
欧
発
第
四
六
号
」
を
も
っ
て
、
歯
獲
書
籍
処
分
の
最
終
決
定
命

令
書
を
青
島
へ
送
り
、
守
備
軍
は
こ
れ
に
従
っ
て
分
配
処
理
の
実
行
に
入
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
「
上
海
東
亜
同
文
書
院
」
は

全
く
「
寄
贈
先
」
の
予
定
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
陸
軍
省
の
態
度
は
、
「
多
少
ト
モ
希
望
二
世
ズ
ル
様
取
扱
」
う
こ
と
を
約

束
し
て
お
り
、
親
切
な
対
応
だ
と
言
え
よ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
陸
軍
省
は
東
亜
同
文
書
院
に
九
二
六
冊
の
書
籍
を
寄
贈
し
て
い
る
の
で

　
　
ロ
　

あ
る
。

　
続
い
て
そ
の
三
に
、
大
正
十
一
年
五
月
二
十
日
、
陸
軍
省
副
官
が
青
島
守
備
軍
陸
軍
参
謀
長
に
打
っ
た
電
報
が
あ
る
。
「
電
報
」
と
い

う
例
の
無
い
至
急
の
応
対
が
生
じ
た
の
は
、
歯
獲
書
籍
の
分
配
作
業
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
こ
の
時
期
に
、
ド
イ
ツ
大
使
か
ら
外
務
大
臣
へ
出

さ
れ
た
希
望
、
即
ち
青
島
の
「
ド
イ
ツ
協
会
」
へ
の
書
籍
分
配
希
望
が
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
陸
軍
省
と
し
て
は
こ
れ
を
無
視
す
る
わ

け
に
い
か
ず
、
「
分
配
残
余
」
の
書
籍
の
中
に
「
適
当
品
」
が
あ
れ
ば
、
よ
く
検
討
し
て
分
与
す
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
を
出
し
た
。

　
更
に
そ
の
四
に
は
、
大
正
十
一
年
六
月
三
日
付
で
、
外
務
次
官
か
ら
陸
軍
次
官
へ
出
さ
れ
た
、
「
在
青
島
旧
ド
イ
ツ
図
書
館
書
籍
譲
渡

方
二
関
ス
ル
件
」
の
文
書
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
在
東
京
独
逸
国
臨
時
大
使
レ
ン
ナ
ー
か
ら
外
務
大
臣
宛
て
に
五
月
三
十
日
付
の
要
望
書
が

届
い
た
こ
と
に
よ
る
。
即
ち
、
支
那
文
化
研
究
者
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ー
ン
が
、
ド
イ
ツ
膠
州
租
借
地
に
自
分
の
多
数
著
書
を
寄
贈
し
て

い
た
が
、
こ
の
図
書
を
「
青
島
独
逸
協
会
」
へ
譲
渡
す
る
か
、
又
は
多
数
の
日
独
学
者
を
会
員
と
し
て
学
術
研
究
を
目
的
と
す
る
在
東
京

「
独
亜
協
会
」
へ
寄
贈
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
陸
軍
次
官
か
ら
外
務
次
官
へ
の
回
答
「
陸
軍
省
送
達
・
欧
発

第
二
六
八
号
」
（
六
月
十
四
日
）
に
よ
れ
ば
、
「
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ー
ン
叢
書
ハ
全
部
取
纏
メ
、
東
京
帝
国
大
学
へ
寄
贈
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、



既
二
青
島
守
備
軍
司
令
部
ヨ
リ
同
大
学
宛
送
付
済
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
大
正
九
年
前
青
島
守
備
軍
作
製
の

「
分
配
表
」
に
明
記
さ
れ
て
い
た
決
定
事
項
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
経
て
、
大
正
十
一
年
七
月
三
十
一
日
、
青
島
守
備
軍
陸
軍
参
謀
長
引
田
乾
作
か
ら
陸
軍
省
副
官
松
本
直
亮
へ
の
報
告

文
書
が
届
い
た
。
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
歯
獲
書
籍
分
配
二
関
ス
ル
件
通
牒

　
　
　
　
　
　
大
正
十
一
年
七
月
三
十
一
日
　
　
青
島
守
備
軍
陸
軍
参
謀
長
引
田
乾
干

　
　
　
　
陸
軍
省
副
官
松
木
直
亮
殿

　
　
本
年
二
月
欧
粗
粗
四
十
六
号
二
型
キ
、
一
応
歯
性
書
籍
ノ
分
配
ヲ
了
シ
候
二
選
、
別
紙
歯
獲
図
書
分
配
表
一
部
相
踏
固
及
通
牒
候
也
。

　
　
追
テ
当
軍
使
用
中
ノ
図
書
ハ
軍
撤
退
ノ
際
更
二
適
宜
処
分
可
致
蒔
直
藩
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
大
正
三
年
十
一
月
に
青
島
で
日
本
陸
軍
が
薗
結
し
た
ド
イ
ツ
所
有
の
二
万
六
千
冊
に
及
ぶ
書
籍
は
、
最
終
的
に
大
正
十
一
年
二
月
置
決

定
し
た
「
首
吊
書
籍
寄
贈
分
配
表
」
に
基
づ
い
て
、
三
十
三
箇
所
を
超
え
る
寄
贈
先
に
分
配
送
付
さ
れ
、
大
正
十
一
年
七
月
三
十
一
日
に

そ
の
作
業
が
完
了
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
『
大
正
八
年
以
降
青
島
歯
獲
書
籍
二
関
ス
ル
件
』
に
束
ね
ら
れ
て
い
る
文
書
を
、
ほ
ぼ
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
見
た
も
の
で

あ
る
。

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）

＝
二



一
四

第
二
章
　
歯
獲
書
籍
寄
贈
分
配
の
決
定
へ

【
、

u
別
表
」
即
ち
「
歯
獲
書
籍
寄
贈
分
配
表
」

　
次
に
、
青
島
守
備
軍
司
令
部
が
陸
軍
参
謀
長
名
で
陸
軍
次
官
へ
送
っ
た
「
青
参
第
六
十
七
号
」
（
大
正
九
年
二
月
二
十
七
日
付
）
文
書

に
添
付
さ
れ
た
「
別
表
」
内
容
と
、
そ
れ
に
対
す
る
陸
軍
省
の
修
正
案
を
見
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
「
別
表
」
は
、
「
函
獲
書
籍
概
要
」
、
「
歯
獲
書
籍
分
配
計
画
」
、
「
寄
贈
先
」
、
「
冊
数
」
、
「
書
籍
所
属
」
お
よ
び
「
書
籍
内
訳
」
を

記
入
し
た
一
覧
表
で
あ
る
。
（
写
真
3
）

　
以
下
に
主
な
項
目
の
内
容
を
示
し
て
お
く
と
、
ま
ず
「
歯
獲
書
籍
概
要
」
は
次
の
よ
う
に
箇
条
書
き
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
歯
獲
書
籍

は
「
独
逸
各
官
庁
ノ
蔵
書
」
、
「
徳
華
高
等
学
堂
蔵
書
」
、
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ー
ン
叢
書
」
及
び
「
膠
州
図
書
館
蔵
書
」
計
二
六
、
二
六

〇
冊
で
あ
る
。

　
　
　
歯
獲
書
籍
概
要

　
歯
獲
書
籍
ノ
種
類
及
員
数
左
ノ
如
シ

、
官
有
洋
書
（
略
シ
テ
官
洋
ト
ス
）
ハ
独
逸
各
官
庁
ノ
蔵
書
ヲ
集
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
員
数

二
、
官
有
漢
書
相
可
ト
同
性
質
ノ
漢
籍
ニ
シ
テ

三
、
徳
華
高
等
学
堂
洋
書
（
略
シ
テ
学
堂
洋
ト
ス
）

ハ
同
学
堂
ノ
＋
厭
日
日
ニ
シ
テ

二
八
〇
七
部

　
　
八
一
部

　
　
四
四
部

八
六
三
四
冊

一
四
七
七
冊

一
二
九
四
冊



四
、

五
、

六
、

徳
華
高
等
学
堂
漢
書
（
略
シ
テ
学
堂
漢
ト
ス
）
ハ
右
ト
同
性
質
ノ
漢
籍
ニ
シ
テ
　
　
　
　
　
　
一
六
三
部
　
五
〇
五
八
冊

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ー
ン
叢
書
ハ
コ
ー
ン
ト
称
ス
ル
学
者
が
独
逸
総
督
府
二
寄
贈
シ
タ
ル
支
那
二
関
ス
ル
洋
書
ニ
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
七
二
部
　
　
三
二
四
冊

膠
州
図
書
館
蔵
書
（
略
シ
テ
膠
図
ト
ス
）
ハ
財
団
タ
リ
シ
図
書
館
ノ
蔵
書
（
洋
書
）
ニ
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
六
三
部
　
九
四
七
三
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
　
一
一
、
五
三
〇
部
　
二
六
、
二
六
〇
冊

　
こ
の
後
に
「
備
考
」
が
あ
り
、
コ
部
ノ
書
籍
ト
錐
二
回
以
上
早
旦
リ
目
録
二
記
入
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
ニ
部
以
上
二
計
算
セ
ル
ラ
以

テ
本
文
ノ
部
数
ハ
厳
格
ナ
ル
意
味
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
計
算
間
違
い
は
あ
る
に
し
て
も
、
か
な
り
正
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

な
数
字
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
こ
れ
の
左
隣
に
、
書
籍
の
分
配
計
画
が
掲
げ
て
あ
る
。
こ
の
計
画
を
要
約
し
て
お
け
ば
、
「
徳
華
高
等
学
堂
蔵
書
」
に
つ
い
て
は
、
洋

書
の
大
部
分
と
漢
書
の
過
半
数
を
東
京
帝
国
大
学
に
寄
贈
し
、
残
り
は
青
島
に
残
置
す
る
こ
と
。
東
大
へ
の
寄
贈
は
、
文
学
部
教
授
宇
野

博
士
の
懇
望
に
依
る
と
書
い
て
あ
る
。
宇
野
博
士
は
、
大
正
九
年
一
月
初
め
に
青
島
へ
行
っ
て
直
接
隠
所
書
籍
を
調
査
し
た
人
で
あ
り
、

そ
の
と
き
寄
贈
を
強
く
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
青
島
守
備
軍
も
そ
の
要
望
を
受
け
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
、
「
ウ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
コ
ー
ン
叢
書
」
は
全
部
東
京
帝
国
大
学
に
寄
贈
す
る
こ
と
。
一
般
に
分
配
す
る
べ
き
も
の
は
「
官
有
洋
書
」
と
「
膠
州
図
書
館

蔵
書
」
で
あ
り
、
こ
の
内
、
学
術
研
究
に
資
す
べ
き
も
の
は
各
大
学
へ
、
直
接
実
地
に
利
用
で
き
る
も
の
は
各
官
庁
へ
、
通
俗
的
な
も
の

は
一
般
学
校
へ
寄
贈
す
る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。
最
後
の
二
般
学
校
」
の
中
に
、
第
一
高
等
学
校
を
始
め
と
す
る
旧
制
高
等
学
校
十
二

校
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
右
ノ
主
旨
二
基
キ
寄
贈
並
二
残
置
セ
ン
ト
ス
ル
書
籍
左
表
ノ
如
シ
」
と
あ
る
。
寄
贈
図

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）

一
五



一
六

書
は
全
部
で
二
］
、
八
四
四
冊
、
残
置
図
書
は
四
、
四
一
六
冊
で
あ
る
。
左
記
が
そ
の
原
文
引
用
で
あ
る
。

　
　
歯
獲
書
籍
ノ
分
配
ハ
左
ノ
要
旨
二
依
リ
計
画
セ
リ

　
、
徳
華
高
等
学
堂
蔵
書
ハ
青
島
二
残
置
シ
将
来
青
島
二
専
門
学
校
以
上
ノ
学
校
ノ
設
置
サ
ル
ル
ニ
際
シ
挙
ゲ
テ
之
ヲ
移
管
セ
ン
ト

　
　
ス
。
但
シ
其
ノ
洋
書
中
ノ
大
部
分
及
漢
書
ノ
過
半
数
ハ
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
教
授
宇
野
博
士
ノ
懇
望
二
依
リ
特
二
之
ヲ
同
大

　
　
学
二
寄
贈
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。

二
、
其
他
ノ
書
籍
中
山
東
及
青
島
二
関
ス
ル
モ
ノ
ハ
青
島
二
残
置
セ
ン
ト
ス
。

三
、
官
有
漢
書
ハ
雑
駁
ニ
シ
テ
山
東
二
関
ス
ル
モ
ノ
ノ
外
価
値
ア
ル
モ
ノ
僅
少
ナ
レ
バ
之
ヲ
分
配
セ
ズ
、
全
部
青
島
二
残
置
セ
ン
ト

　
　
ス
。

四
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ー
ン
叢
書
ハ
支
那
文
化
研
究
ノ
好
資
料
ニ
シ
テ
之
ヲ
分
割
ス
レ
バ
大
二
其
ノ
価
値
ヲ
減
ズ
ベ
ク
且
ツ
冊
数

　
　
モ
多
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
挙
テ
東
京
帝
国
大
学
二
寄
贈
セ
ン
ト
ス
。

五
、
是
二
於
テ
一
般
二
分
配
ス
ベ
キ
書
籍
ノ
種
類
ハ
官
有
洋
書
ト
膠
州
図
書
館
蔵
書
ノ
両
者
ナ
リ
ト
ス
。
而
シ
テ
之
が
処
分
ハ
各
書

　
　
籍
ヲ
最
有
効
二
利
用
ス
ル
二
黒
モ
適
切
ナ
ル
部
局
二
寄
贈
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
此
ノ
要
旨
ヲ
以
テ
概
ネ
学
術
研
究
二
軍
ス
ベ
キ
モ

　
　
ノ
ヲ
腫
大
学
二
直
接
実
地
二
利
用
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
各
官
庁
二
通
俗
的
ノ
モ
ノ
ヲ
一
般
学
校
二
寄
贈
ス
ル
ノ
案
ヲ
立
テ
タ
リ
。

　
右
の
「
概
要
」
と
「
分
配
計
画
」
の
下
段
に
、
「
青
島
官
庁
残
置
書
籍
」
を
含
む
三
十
三
箇
所
の
「
寄
贈
先
」
及
び
「
冊
数
」
、
「
書
籍

所
属
」
（
官
庁
洋
書
と
膠
州
図
書
館
蔵
書
）
そ
し
て
「
書
籍
内
訳
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
寄
贈
先
」
は
右
か
ら
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。



帝
室
図
書
館
、
拓
殖
局
、
鉄
道
院
、
内
務
省
、
外
務
省
、

大
蔵
省
、
海
軍
省
軍
務
局
、
海
軍
大
学
校
、
陸
軍
省
医
務

局
、
陸
軍
文
庫
、
陸
軍
大
学
校
、
砲
工
学
校
、
士
官
学
校
、

中
央
幼
年
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
、
京
都
帝
国
大
学
、
東

北
理
科
大
学
、
九
州
工
科
・
医
科
大
学
、
北
海
道
農
科
大

学
、
第
一
高
等
学
校
、
第
二
高
等
学
校
、
第
三
高
等
学
校
、

第
四
高
等
学
校
、
第
五
高
等
学
校
、
第
六
高
等
学
校
、
第

七
高
等
学
校
、
第
八
高
等
学
校
、
松
山
高
等
学
校
、
新
潟

高
等
学
校
、
松
本
高
等
学
校
、
山
口
高
等
学
校
、
東
京
外

国
語
学
校
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
図
書
館
、
青
島
官
庁
残
置
書
籍
。

　
右
の
三
十
三
箇
所
は
、
「
分
配
計
画
」
の
表
現
を
使
え
ば
、

「
帝
室
図
書
館
」
か
ら
「
中
央
幼
年
学
校
」
ま
で
の
十
四
箇
所

は
「
各
官
庁
」
に
、
「
東
京
帝
国
大
学
」
か
ら
「
北
海
道
農
科

大
学
」
ま
で
の
五
箇
所
は
「
各
大
学
」
に
、
そ
し
て
「
第
＝
局

等
学
校
」
か
ら
「
東
京
外
国
語
学
校
」
ま
で
の
十
三
箇
所
は

コ
般
学
校
」
に
該
当
し
て
い
る
。

　
次
に
、
主
な
「
寄
贈
先
」
へ
の
配
分
冊
数
を
見
て
お
け
ば
、

　
　
愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）

一
七

｝

の真
傳



一
八

最
も
多
い
の
は
東
京
帝
国
大
学
の
四
五
一
四
冊
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ー
ン
叢
書
」
三
二
四
冊
も
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ

て
い
る
。
陸
軍
大
臣
に
出
し
た
東
大
総
長
書
簡
（
大
正
八
年
十
一
月
目
の
要
求
か
ら
す
る
と
か
な
り
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
次
に
多
い

京
都
帝
国
大
学
の
四
二
一
三
冊
と
共
に
別
格
の
扱
い
と
も
い
え
る
。
と
い
う
の
は
、
東
北
帝
国
大
学
総
長
が
陸
軍
大
臣
に
要
望
書
を
三
度

も
出
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
東
北
帝
国
大
学
に
は
、
そ
の
分
科
大
学
で
あ
る
東
北
理
科
大
学
へ
の
六
〇
二
冊
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
他
の
大
学
は
も
っ
と
少
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
高
等
学
校
へ
の
配
分
は
よ
く
練
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ナ
ン
バ
ー
ス

ク
ー
ル
八
校
の
中
で
は
、
「
第
三
高
等
学
校
（
京
都
）
」
が
一
番
多
く
て
四
〇
五
冊
で
あ
る
。
し
か
し
、
続
く
ネ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
乱
撃
は
、

松
山
高
等
学
校
が
五
二
三
冊
、
新
潟
高
等
学
校
が
四
八
九
冊
、
松
本
高
等
学
校
が
四
二
七
冊
、
山
口
高
等
学
校
が
五
三
三
冊
と
な
っ
て
い

て
、
ナ
ン
バ
ー
校
よ
り
多
い
点
が
共
通
し
て
い
る
。

　
各
「
冊
数
」
の
欄
の
下
段
に
は
、
「
書
籍
内
訳
」
欄
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
書
籍
の
内
容
別
に
冊
数
が
細
か
く
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
を

見
る
限
り
、
青
島
守
備
軍
司
令
部
は
、
歯
黒
書
籍
の
分
配
を
実
に
丁
寧
に
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
松
山
高
等
学
校
の

五
二
三
冊
の
内
訳
を
示
し
て
お
く
と
、
各
分
野
名
と
冊
数
が
以
下
の
よ
う
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
・

官
洋
：
　
経
済
三
　
　
歴
史
十
四
　
言
語
学
十
四
　
文
学
全
集
八
　
戯
曲
五
　
小
説
十
五
　
稗
史
五

膠
図
：
　
地
理
↓
二
八
　
文
学
評
論
六
七
　
詩
文
二
三
　
小
説
九
二
　
物
語
七
九
　
文
学
雑
六
三

雑
書
七

因
み
に
、
右
の
分
野
数
に
関
し
て
は
、
全
十
二
高
等
学
校
同
じ
で
あ
る
。

九
年
二
月
二
七
日
付
）
の
「
別
表
」
は
以
上
の
内
容
で
あ
っ
た
。

青
島
守
備
軍
参
謀
部
の
作
製
し
た
「
青
参
第
六
七
号
」
（
大
正



二
、
陸
軍
省
の
修
正
案

　
こ
れ
に
対
し
て
、
「
別
表
」
送
付
か
ら
四
ヶ
月
以
上
の
後
大
正
九
年
七
月
二
十
三
日
目
、

を
「
大
臣
官
房
」
へ
提
出
し
、
同
日
中
に
受
領
さ
れ
た
。

陸
軍
省
「
主
務
当
課
」
は
次
の
「
通
牒
案
」

　
　
副
官
ヨ
リ
青
島
守
備
軍
陸
軍
参
謀
長
へ
通
牒
案
　
　
（
欧
発
）

大
正
九
年
二
月
青
参
六
七
号
ヲ
以
テ
照
会
相
成
候
首
題
ノ
件
、
左
記
ノ
通
分
配
方
取
計
相
成
度
候
也
。

一
部
送
付
致
シ
度
、
申
添
候
。

　
　
　
　
左
　
　
記

　
　
一
、
水
戸
高
等
学
校
二
対
シ
他
ノ
高
等
学
校
ト
同
一
程
度
ノ
分
配
ノ
コ
ト

　
　
ニ
、
別
表
其
一
ト
其
ニ
ハ
陸
軍
省
経
理
局
並
陸
軍
経
理
学
校
二
分
差
ス
ル
コ
ト

　
　
三
、
其
他
ハ
貴
部
照
会
別
表
ノ
寄
贈
分
配
表
ヲ
基
礎
ト
シ
適
宜
分
配
ス
ル
コ
ト

追
テ
分
配
漏
ノ
上
山
分
配
表

　
陸
軍
省
の
右
「
通
牒
」
に
よ
る
「
別
表
」
の
変
更
点
は
二
つ
あ
る
。
　
一
つ
は
、
二
番
目
に
挙
げ
て
あ
る
よ
う
に
、
「
寄
贈
先
」
三
十
三

箇
所
の
そ
の
一
「
帝
室
図
書
館
」
と
そ
の
二
「
拓
殖
局
」
を
、
「
陸
軍
省
経
理
局
」
と
「
陸
軍
経
理
学
校
」
に
変
更
す
る
こ
と
で
あ
る
。

他
の
一
つ
は
、
一
番
目
に
挙
げ
て
あ
る
よ
う
に
、
「
水
戸
高
等
学
校
」
へ
「
他
の
高
等
学
校
と
同
一
程
度
の
分
配
」
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

水
戸
高
等
学
校
は
「
別
表
」
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
新
た
な
追
加
「
寄
贈
先
」
で
あ
る
。
「
別
表
」
に
入
っ
て
い
た
松
山
、
新

潟
、
松
本
、
山
口
の
四
校
は
大
正
八
年
四
月
設
立
で
あ
る
。
そ
し
て
水
戸
高
等
学
校
の
設
立
は
大
正
九
年
四
月
、
ま
さ
に
こ
の
年
な
の
で

　
　
愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



二
〇

あ
る
。
新
設
高
校
へ
の
ド
イ
ツ
語
の
書
籍
の
寄
贈
は
切
望
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
冊
数
は
、
例
え
ば
松
山
高
等
学
校
の
五
二
三

冊
と
同
一
程
度
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
点
の
変
更
以
外
は
「
別
表
ノ
寄
贈
分
配
表
ヲ
基
礎
ト
シ
適
宜
分
配
ス
ル
」
と
い
う
の

が
、
陸
軍
省
の
修
正
案
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
修
正
案
は
青
島
守
備
軍
に
は
送
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
右
の
「
通
帳
案
」
に
付
け
ら
れ
た
二
枚
の
付

箋
に
示
さ
れ
て
い
る
。
付
箋
の
一
に
は
「
本
件
処
理
遅
延
ノ
理
由
」
が
書
い
て
あ
る
。
即
ち
、
「
本
件
ハ
軍
事
課
及
主
計
課
ノ
連
帯
ヲ
得

テ
」
で
き
た
「
案
ヲ
｛
旦
房
二
送
付
シ
タ
」
と
こ
ろ
、
「
他
ノ
陸
軍
諸
学
重
慶
ノ
希
望
ヲ
モ
調
査
分
配
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
更
二
関
係
課
ノ

連
帯
ヲ
求
メ
タ
」
。
と
こ
ろ
が
、
「
本
図
書
ノ
目
録
ハ
大
部
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
且
ツ
軍
二
二
部
ノ
ミ
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
全
般
ノ
希
望
調
査
二
多

数
ノ
冊
子
ヲ
要
シ
、
シ
カ
モ
分
配
希
望
中
希
望
ノ
重
複
ヲ
生
ジ
タ
」
。
そ
の
た
め
「
再
度
三
旦
リ
之
が
分
配
区
分
ヲ
研
究
協
議
シ
タ
ル
等

ノ
関
係
ニ
ヨ
リ
遅
延
シ
タ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
分
配
区
分
の
協
議
に
、
陸
軍
省
は
一
年
半
の
期
間
を
要
し
た
。

三
、
陸
軍
省
の
最
終
案

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
二
度
目
の
修
正
案
が
、
左
の
「
付
箋
の
二
」
で
あ
る
。

一
、

?
ﾋ
、
山
形
、
佐
賀
高
等
学
校
二
対
シ
、
他
ノ
高
等
学
校
ト
同
一
程
度
二
分
配
ス
ル
コ
ト

ニ
、
別
紙
其
一
ヨ
リ
其
十
三
ハ
、
陸
軍
省
、
参
謀
本
部
、
教
育
総
監
部
、
陸
軍
技
術
本
部
、
東
京
砲
兵
工
廠
、
陸
軍
被
服
本
廠
、
陸

　
　
軍
糧
謡
本
廠
、
千
住
製
絨
所
、
陸
軍
工
兵
学
校
、
陸
軍
士
官
学
校
、
東
京
陸
軍
幼
年
学
校
、
陸
軍
経
理
学
校
、
陸
軍
軍
医
学
校

　
　
二
夫
々
分
配
ス
ル
コ
ト



　
一
項
目
は
、
修
正
案
で
追
加
さ
れ
た
「
水
戸
高
等
学
校
」
に
、
更
に
「
山
形
」
と
「
佐
賀
」
の
二
校
を
新
た
に
追
加
し
、
か
つ
「
他
の

高
等
学
校
と
同
一
程
度
に
分
配
」
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
で
あ
る
。
山
形
、
佐
賀
の
二
桁
は
、
水
戸
と
同
じ
大
正
九
年
四
月
に
創
立
し
て

い
る
か
ら
、
陸
軍
省
は
三
校
を
公
平
に
「
寄
贈
先
」
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
弘
前
高
等
学
校
と
松
江
高
等
学
校
は
、
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

が
大
正
九
年
十
一
月
だ
っ
た
故
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
二
項
［
日
は
、
修
正
案
の
二
箇
所
の
変
更
を
含
あ
た
、
「
別
表
」
の
其
の
一
か
ら
其
の
十
三
ま
で
の
寄
贈
先
の
総
入
れ
替
え
を
指
示
し
て

い
る
。
こ
の
作
業
に
｝
年
半
か
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
は
指
示
が
な
い
か
ら
、
「
別
表
」
通
り
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
、
「
欧
発
第

四
六
号
」
（
大
正
十
一
年
二
月
二
十
日
日
付
）
と
し
て
青
島
守
備
軍
へ
送
ら
れ
た
陸
軍
省
の
最
終
案
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

　
注

（
1
）
青
島
守
備
軍
司
令
部
『
青
島
攻
城
戦
経
過
』
及
び
大
阪
朝
日
新
聞
社
発
行
（
山
口
信
雄
著
）
『
青
島
戦
記
』
（
大
正
四
年
】
月
）
参
照
。

（
2
）
瀬
戸
武
彦
『
青
島
（
チ
ン
タ
オ
）
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
と
日
本
（
4
）
独
軍
俘
虜
概
要
』
（
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
第
五
〇
巻
人
文
科
学
編
（
二
〇

　
〇
↓
年
）
五
八
頁
参
照
。
瀬
戸
氏
は
外
務
省
外
交
資
料
館
所
蔵
版
『
俘
虜
名
簿
』
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
3
）
日
本
へ
送
ら
れ
た
ド
イ
ツ
俘
虜
四
七
一
五
名
は
、
東
京
・
名
古
屋
・
福
岡
・
松
山
・
丸
亀
・
姫
路
・
大
阪
・
熊
本
・
久
留
米
、
更
に
大
分
・
徳
島
・

　
静
岡
の
十
二
収
容
所
に
配
置
さ
れ
、
数
年
後
に
国
内
収
容
所
に
移
動
が
あ
っ
た
が
、
第
↓
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
俘
虜
全
員
が
解
放
さ
れ
た
の
は

　
六
年
後
の
大
正
九
年
で
あ
る
。

（
4
）
こ
の
研
究
へ
私
を
導
い
た
の
は
、
金
沢
大
学
教
授
陣
村
恵
氏
で
あ
り
、
氏
の
先
行
研
究
『
日
独
戦
争
と
青
島
歯
獲
書
籍
』
（
金
沢
大
学
独
文
学
研
究

　
会
「
独
文
研
究
室
報
」
第
十
八
号
・
二
〇
〇
二
年
三
月
　
十
七
～
三
十
二
頁
）
で
あ
っ
た
。
特
に
そ
の
中
で
、
松
山
高
等
学
校
長
の
歯
獲
書
籍
分
与

　
　
愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



二
二

　
の
嘆
願
書
に
言
及
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
多
く
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
5
）
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
が
こ
の
時
期
に
「
陸
軍
省
官
房
」
へ
「
歯
獲
文
書
目
録
」
を
な
ぜ
送
っ
た
か
、
そ
の
理
由
は
明
確
で
は
な
い
。
た
だ
ひ
と

　
つ
推
測
し
う
る
の
は
、
東
北
帝
国
大
学
総
長
が
青
島
守
備
軍
司
令
官
に
宛
て
て
大
正
四
年
十
二
月
十
日
に
手
紙
を
出
し
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
か

　
も
知
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
手
紙
に
つ
い
て
は
東
北
帝
国
大
学
総
長
理
学
博
士
小
川
正
孝
発
　
陸
軍
大
臣
宛
書
簡
（
大
正
九
年
一
月
十
二

　
日
）
参
照
。

（
6
）
但
し
そ
れ
ま
で
に
、
『
大
正
八
年
以
降
青
島
歯
獲
書
籍
二
関
ス
ル
件
』
に
は
現
れ
て
い
な
い
動
き
が
あ
る
。
司
法
省
の
動
き
で
あ
る
。
大
正
四
年
五

　
月
十
四
日
付
「
欧
発
第
八
四
〇
号
」
「
副
官
よ
り
青
島
守
備
軍
参
謀
長
へ
の
照
合
」
に
お
い
て
、
「
歯
獲
書
籍
中
二
独
逸
ノ
民
事
及
ビ
刑
事
二
関
ス
ル

　
書
多
数
」
を
「
司
法
省
ニ
テ
参
考
書
ト
シ
テ
入
用
」
の
旨
「
依
命
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
大
正
四
年
七
月
五
日
に
青
島
守
備
軍
参
謀
長
か
ら
、

　
「
別
紙
目
録
」
と
書
籍
合
計
二
〇
四
冊
の
送
付
を
す
る
旨
「
回
答
」
（
青
副
庶
第
一
九
号
）
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
蔵
、

　
陸
軍
省
大
日
記
類
『
欧
受
大
日
記
』
大
正
八
年
六
月
参
照
。

（
7
）
『
大
正
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
第
四
巻
｛
大
正
八
年
－
大
正
九
年
｝
一
九
八
七
年
九
月
　
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
　
五
二
ニ
ー
三
頁

（
8
）
陸
軍
大
臣
山
梨
半
造
宛
東
北
帝
国
大
学
総
長
小
川
正
孝
書
簡
（
「
欧
受
一
六
〇
三
／
四
八
号
」
大
正
十
一
年
五
月
二
十
二
日
受
領
）
。
こ
れ
に
対
し

　
て
は
さ
す
が
に
陸
軍
省
も
、
以
下
の
「
回
答
案
」
を
作
製
し
大
学
へ
送
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
大
臣
宛
御
来
意
ノ
趣
、
右
上
各
大
学
、
高
等
学
校
ソ
ノ

　
他
ヘ
モ
寄
贈
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
矢
壷
青
島
守
備
軍
二
於
テ
夫
々
処
理
ノ
上
最
近
発
送
ノ
筈
二
之
有
リ
、
果
シ
テ
御
希
望
二
黒
ヒ
得
ル
や
計
り
難
ク
候

　
モ
、
独
逸
官
庁
蔵
書
（
洋
書
）
首
書
州
図
書
館
蔵
書
ノ
内
ヨ
リ
相
当
数
寄
贈
ノ
予
定
二
候
」
。
た
だ
し
陸
軍
省
は
東
北
帝
国
大
学
総
長
の
再
三
の
書
簡

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
当
初
ノ
分
配
案
」
通
り
、
六
〇
二
冊
を
寄
贈
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

（
9
）
こ
の
後
に
「
別
表
ハ
建
築
課
二
保
管
ス
　
ニ
月
二
十
三
日
」
と
あ
る
。

（
1
0
）
但
し
こ
の
後
調
査
漏
れ
の
歯
獲
書
籍
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
追
加
目
録
」
（
大
正
九
年
三
月
）
が
陸
軍
省
へ
送
ら
れ
て
い
る
。



　
　
次
の
通
牒
で
あ
る
。

　
　
　
　
歯
獲
書
籍
追
加
目
録
送
付
ノ
件
通
牒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
九
年
四
月
一
日
　
　
青
島
守
備
軍
陸
軍
参
謀
長
　
向
西
兵
庫

　
　
　
陸
軍
次
官
　
山
梨
半
造
　
殿

　
　
　
　
　
　
二
月
二
七
日
付
青
参
第
六
七
号
ヲ
以
テ
歯
獲
図
書
目
録
弐
部
提
出
致
置
融
業
当
時
調
査
漏
ノ
歯
音
書
籍
偽
判
候
二
言
、
右
追
加
目
録
弐

　
　
　
　
　
　
部
及
送
付
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
加
目
録
↓
部
　
建
築
家
保
管
　
　
（
印
）
　
　
　
「
青
参
第
一
〇
八
号
」
　
（
大
正
九
年
四
月
一
日
）

（
1
！
）
陸
軍
大
臣
山
梨
半
造
宛
東
亜
同
文
会
長
子
爵
牧
野
伸
顕
の
礼
状
（
「
庶
む
第
三
六
号
」
大
正
十
↓
年
九
月
十
三
日
半
参
照
。

（
1
2
）
正
確
に
は
二
六
二
六
〇
冊
だ
っ
た
が
、
「
追
加
目
録
」
に
よ
る
と
、
二
七
三
八
○
冊
と
な
っ
て
い
る
。
注
（
1
3
）
を
参
照
。

（
1
3
）
こ
の
「
函
獲
書
籍
概
要
」
は
、
同
時
に
送
ら
れ
た
『
歯
獲
書
籍
及
図
面
目
録
』
（
大
正
九
年
二
月
）
の
「
凡
例
」
と
同
内
容
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
】

　
ヶ
月
後
に
作
製
さ
れ
た
『
歯
獲
書
籍
追
加
目
録
」
（
青
島
守
備
軍
参
謀
部
　
大
正
九
年
三
月
）
（
注
（
1
0
）
参
照
）
に
あ
る
「
歯
獲
書
籍
目
録
訂
正
表

　
（
謄
写
目
録
及
欧
文
目
録
）
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
注
意
　
歯
釜
書
籍
分
配
ノ
為
ノ
調
査
整
理
ノ
結
果
書
籍
冊
数
二
異
同
ヲ
生
ジ
タ
リ
。
先
二
印
刷
シ
タ
ル
「
歯
獲
書
籍
及
図
面
目
録
」
ノ
凡
例
に

　
　
　
　
　
掲
ゲ
タ
ル
冊
数
は
左
ノ
如
ク
訂
正
ス
ル
ヲ
要
ス

　
　
　
　
　
　
一
　
官
有
書
籍
　
　
　
　
　
　
　
洋
書
　
九
五
二
三
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
書
　
一
四
七
九
冊

　
　
　
　
　
　
二
　
徳
華
高
等
学
堂
蔵
書
　
　
　
洋
書
　
＝
二
四
↓
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
書
五
一
〇
三
冊

　
　
愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



二
四

　
　
　
　
　
三
　
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
コ
ー
ン
叢
書
　
洋
書
　
三
二
六
冊

　
　
　
　
　
四
　
膠
州
図
書
館
蔵
書
　
　
　
　
洋
書
　
九
六
〇
八
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
　
二
七
、
三
八
○
冊

　
即
ち
、
＝
二
〇
冊
の
追
加
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
1
4
）
秦
郁
彦
著
『
旧
制
高
校
物
語
』
（
文
春
新
書
　
平
成
十
五
年
）
三
八
頁
参
照
。


